
舞鶴市PAZ内６地区※から避難先施設までの主な経路
まい づる し

PAZ

ＵＰＺ

避難先(府内避難）
京都市

元有済小学校、他11か所

広域避難先（府外避難）

兵庫県・神戸市
田園スポーツ公園、他1か所

【主な避難経路】
国道27号→舞鶴西IC →舞鶴若狭自
動車道→吉川JCT →中国自動車道
→神戸三田IC →六甲北有料道路→
吉尾ランプ→県道82号→県道38号

【主な避難経路】
国道27号→舞鶴西ＩＣ→舞鶴若狭自動車道→
綾部ＪＣＴ→京都縦貫自動車道→沓掛ＩＣ

PAZ内
地域

避難
対象者 うちﾊﾞｽ

避難者数

松尾地区 17人 2人

杉山地区 38人 4人

大山地区 55人 6人

田井地区 152人 16人

成生地区 50人 5人

野原地区 234人 24人

合計 546人 57人

※PAZに準じた避難を行う地区を含む

ゆう さい

神戸市

府外避難時の経路

府内避難時の経路

※府内・府外何れに避難
する場合でも同経路

なり う

のはら

た い

おお やま

すぎやま

まつ お

京都市

 地域毎にあらかじめ避難経路を設定。自然災害等により避難経路が使用できない場合は、他のﾙｰﾄを活用し避難を実施。
 自家用車で避難できない住民は、徒歩等で一時集合場所に集まり、京都府等が配車した車両で避難先まで避難を実施。
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舞鶴市PAZ内６地区※から避難先施設までの主な経路
まい づる し

PAZ

ＵＰＺ

避難先(府内避難）
京都市

元有済小学校、他11か所

広域避難先（府外避難）

兵庫県・神戸市
田園スポーツ公園、他1か所

【主な避難経路】
国道27号→舞鶴西IC →舞鶴若狭自
動車道→吉川JCT →中国自動車道
→神戸三田IC →六甲北有料道路→
吉尾ランプ→県道82号→県道38号

【主な避難経路】
国道27号→舞鶴西ＩＣ→舞鶴若狭自動車道→
綾部ＪＣＴ→京都縦貫自動車道→沓掛ＩＣ

PAZ内
地域

避難
対象者 うちﾊﾞｽ

避難者数

松尾地区 18人 2人

杉山地区 43人 5人

大山地区 55人 6人

田井地区 165人 17人

成生地区 56人 6人

野原地区 241人 25人

合計 578人 61人

※PAZに準じた避難を行う地区を含む

ゆう さい

神戸市

府外避難時の経路

府内避難時の経路

※府内・府外何れに避難
する場合でも同経路

なり う

のはら

た い

おお やま

すぎやま

まつ お

(C)2015ZENRIN(Z05E-第175号)

京都市

 地域毎にあらかじめ避難経路を設定。自然災害等により避難経路が使用できない場合は、他のﾙｰﾄを活用し避難を実施。
 自家用車で避難できない住民は、徒歩等で一時集合場所に集まり、京都府等が配車した車両で避難先まで避難を実施。
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日置交差点

小浜西ＩＣ付近

大門七条交差点

薗部口交差点

小倉交差点 湯岡橋東詰交差点

PAZ

UPZ
１．交通誘導対策

主要交差点等における府県・市町職員や府県
警察職員等の交通整理により、円滑な避難誘導
を実施。

２．交通広報対策
・道路管理者が管理する 「道路情報板」及び府
県警察が管理する「交通情報板」を活用した広
報

・日本道路交通情報センター（JARTIC）が行うラ
ジオ放送、交通情報提供システム（AMIS）を利
用したカーナビへの情報提供による広報

・県配備の「避難誘導・交通規制用ＬＥＤ表示装
置」による広報 等

３．交通規制対策
・混雑発生交差点における信号機操 作、混雑エ

リアでの交通整理・誘導・ 規制等による円滑な
交通流の確保。

・信号機の滅灯等動作不能の事態が発生した場
合は、自家発電機等による応急復旧、警察官
等による現場交通規制により対応。

・一元的な交通規制が必要になった場合は、オ
フサイトセンターにおいて、国、自治体、実動
組織等の関係者による協議の場を設け、道路
管理者等からの情報も踏まえつつ、対処。

４．原子力災害時避難円滑化モデル実証事業
・避難経路上の改善を行う等、原子力災害時
における住民等の避難をより円滑に行うた
めの取組みを実施。

：道路情報板設置箇所

【凡例】

：自家発電機付信号機

：交通整理・誘導を行う主な主要交差点

【自家発電機付信号機】

避難経路等に所設置

【ﾍﾘによる映像伝送】

道路渋滞状況を把握し、避
難誘導・交通規制

【避難誘導ｲﾒｰｼﾞ】

主要交差点にて実施

避難を円滑に行うための対応策

高浜地域における交通対策

そのべぐち

(C)2016ZENRIN(Z05E-第175号)

 PAZ及びUPZ内住民の車両による避難を円滑に行うため、ﾍﾘからの映像伝送により道路渋滞を把
握し、関係府県・関係市町及び府県警察による避難車両の誘導や、主要交差点等における交通整
理・規制、「道路情報板」等を活用した広報等の交通対策を行う。

ひ き

おおもんななじょう

ゆのおかばしひがしづめ

大飯高浜ＩＣ付近

舞鶴東ＩＣ付近
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：原子力災害時避難円滑化モデル実証
事業実施箇所

日置交差点

小浜西ＩＣ付近

大門七条交差点

薗部口交差点

小倉交差点 湯岡橋東詰交差点

PAZ

UPZ

１．交通誘導対策
主要交差点等における府県・市町職

員や府県警察職員等の交通整理によ
り、円滑な避難誘導を実施。

２．交通広報対策
・道路管理者が管理する 「道路情報
板」及び府県警察が管理する「交通
情報板」を活用した広報

・日本道路交通情報センター
（JARTIC）が行うラジオ放送、交通情
報提供システム（AMIS）を利用した
カーナビへの情報提供による広報

・県配備の「避難誘導・交通規制用ＬＥ
Ｄ表示装置」による広報 等

３．交通規制対策
・混雑発生交差点における信号機操

作、混雑エリアでの交通整理・誘導・
規制等による円滑な交通流の確保。

・信号機の滅灯等動作不能の事態が
発生した場合は、自家発電機等によ
る応急復旧、警察官等による現場交
通規制により対応。

：道路情報板設置箇所

【凡例】

：自家発電機付信号機

：交通整理・誘導を行う主な主要交差点

【自家発電機付信号機】

避難経路等に所設置

【ﾍﾘによる映像伝送】

道路渋滞状況を把握し、避
難誘導・交通規制

【避難誘導ｲﾒｰｼﾞ】

主要交差点にて実施

避難を円滑に行うための対応策

高浜地域における交通対策

そのべぐち

(C)2016ZENRIN(Z05E-第175号)

 PAZ及びUPZ内住民の車両による避難を円滑に行うため、ﾍﾘからの映像伝送により道路渋滞を把
握し、関係府県・関係市町及び府県警察による避難車両の誘導や、主要交差点等における交通整
理・規制、「道路情報板」等を活用した広報等の交通対策を行う。

ひ き

おおもんななじょう

ゆのおかばしひがしづめ

大飯高浜ＩＣ付近

舞鶴東ＩＣ付近
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